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「
母
の
日
」

　
父
母
恩
重
経
に
「
人
の
生
を
受
く

る
は
、
宿
業
を
因
と
し
、
父
母
を
縁

と
す
。
父
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
生
ぜ
ず
、

母
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
育
た
ず
…
」
と
あ

り
ま
す
。

　
古
今
東
西
を
問
わ
ず
、
母
の
子
に

対
す
る
影
響
は
大
な
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
心
豊
か
な
母
親
の
教
育
無
し

で
は
、
人
間
ら
し
い
人
間
は
育
た
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
物
質
面
ば
か
り
追
及
す
る

あ
ま
り
、
精
神
面
の
退
廃
は
目
を
覆

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
経
済
が
文
化

を
あ
と
押
し
す
る
姿
が
の
ぞ
ま
し
い

の
で
す
が
、
現
状
は
経
済
が
優
先
し

て
お
り
ま
す
。

　
母
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
仏

が
衆
生
を
あ
わ
れ
み
、
母
の
子
を
お

も
う
が
如
く
、
他
人
を
お
も
い
、
お

互
い
に
お
も
い
合
う
「
仏
心
」
の
教

育
こ
そ
、
特
に
の
ぞ
ま
れ
る
今
日
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
K
）只管打坐（曹洞宗）シリーズ②行
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海
外
布
教
の
現
況
と
展
望
㌦

　
現
在
、
大
谷
派
で
は
ハ
ワ
イ
、
北
米
、
南
米

の
三
区
を
海
外
開
教
区
と
定
め
て
い
る
。
以
下

当
派
の
開
教
区
の
現
況
と
展
望
に
つ
い
て
記
す

の
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
把
握
さ
れ
得
る

範
囲
内
の
事
柄
は
、
時
に
皮
相
的
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
事
象
も
あ
り
、
す
で
に
新
し
い
展
開

を
み
て
い
る
場
合
や
、
展
望
が
未
だ
そ
の
緒
に

つ
い
て
い
な
い
と
き
も
あ
る
。
こ
の
た
び
は
各

開
教
区
当
面
の
課
題
を
中
心
に
報
告
し
た
い
。

　
　
ハ
ワ
イ
開
教
区

　
一
八
九
八
年
、
山
田
賢
善
悪
に
よ
り
先
鞭
が

つ
け
ら
れ
現
在
に
至
る
。
ホ
ノ
ル
ル
市
に
別
院

ハ
ワ
イ
開
通
監
督
部
が
あ
り
、
他
に
ワ
イ
ア
メ
、

マ
ツ
カ
レ
ー
、
カ
ネ
オ
へ
、
ヒ
ロ
、
パ
ロ
ロ
と

五
ヵ
寺
。
全
土
に
約
八
千
人
の
門
信
徒
。

　
福
原
法
仙
開
教
監
督
以
下
七
名
の
開
教
使
が

定
例
法
会
、
年
中
行
事
を
中
心
に
、
諸
々
の
サ

ー
ク
ル
活
動
（
柔
道
、
華
道
、
茶
道
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
な
ど
）
や
同
朋
の
会
サ
ー
ビ
ス
を
活

発
に
行
い
、
真
宗
仏
教
伝
道
に
日
々
精
励
し
て

い
る
。

　
目
下
、
開
教
区
最
大
の
課
題
は
別
院
移
転
新

築
事
業
で
あ
る
。
別
院
は
現
在
、
ホ
ノ
ル
ル
市

バ
ン
ヤ
ン
街
に
在
る
が
、
建
物
の
老
朽
化
が
は

な
は
だ
し
く
、
開
教
区
で
は
移
転
を
計
画
、
最

近
ク
ア
キ
ニ
街
に
新
敷
地
を
購
入
、
新
築
へ
の

≡

▲
■

①

ハ
ワ
イ
な
ど
三
地
区

第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
。
総
工
費
七
億
円
の
新

別
院
に
は
、
東
西
精
神
文
化
の
合
流
地
に
位
置

す
る
開
教
区
と
し
て
の
、
教
学
の
一
層
目
進
展

深
化
を
計
る
た
め
、
教
学
研
究
所
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
　
北
米
開
教
区

　
開
教
監
督
部
の
在
る
入
府
別
院
の
前
身
、
羅

二
仏
教
会
は
一
九
〇
四
年
、
西
本
願
寺
の
僧
籍

を
有
つ
泉
田
孤
城
師
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。

　
開
教
区
に
は
羅
府
別
院
（
伊
東
抱
龍
開
教
監

督
兼
輪
番
）
を
中
心
に
、
バ
ー
ク
レ
ー
東
本
願

寺
、
シ
カ
ゴ
仏
教
会
が
あ
り
、
開
教
使
八
名
、

門
信
徒
約
六
千
人
。
開
教
方
途
は
前
述
ハ
ワ
イ

の
そ
れ
と
大
略
相
似
し
て
い
る
が
、
特
に
シ
カ

ゴ
仏
教
会
を
介
し
て
、
大
谷
大
学
と
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
大
学
と
の
学
術
交
流
が
近
年
盛
ん
に
な

っ
て
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
当
派
海
外
開
教
の

拓
く
べ
き
分
野
を
暗
聾
し
て
い
る
。
今
後
三
年

間
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
か
ら
の
留
学
生
も
内
定

し
て
お
り
、
ま
た
大
谷
大
教
授
に
よ
る
出
講
も

毎
年
続
い
て
い
る
。

　
次
に
本
年
は
北
米
開
教
区
主
催
に
よ
る
汎
太

平
洋
同
朋
大
会
（
八
月
二
十
二
日
よ
り
）
が
羅

府
市
で
開
か
れ
、
日
本
か
ら
も
派
遣
団
が
参
加

す
る
。
大
会
テ
ー
マ
「
我
い
ま
親
奮
に
聞
く
」

の
も
と
、
大
谷
大
・
広
瀬
学
長
、
ハ
ワ
イ
大
・

A
・
ブ
ル
ー
ム
教
授
が
講
義
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
参
加
受
付
中
で
あ
る
。

　
　
南
米
開
教
区

　
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
ブ
ラ
ジ
ル
別

院
南
米
本
願
寺
（
墾
昇
差
乳
教
監
督
兼
輪
番
）

を
中
心
に
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
パ
ラ
ナ
、
リ
オ
、

ア
マ
ゾ
ナ
ス
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
十
八
ヵ
寺
、
四

布
碁
所
、
八
仏
教
会
を
有
し
、
開
黙
々
二
十
名

係
員
嘱
託
十
九
名
、
全
伯
に
門
信
徒
約
三
万
人

が
い
る
。

　
開
教
の
歴
史
は
比
較
的
浅
く
、
昭
和
二
十
七

年
す
で
に
渡
難
し
て
い
た
天
野
晃
順
師
の
開
教

使
任
命
を
以
っ
て
始
ま
る
。
開
教
区
で
は
南
米

開
教
二
十
五
周
年
を
期
し
て
南
米
教
化
セ
ン
タ

ー
を
別
院
内
に
増
築
、
今
年
三
月
「
南
米
真
宗

教
学
研
究
所
」
を
発
足
せ
し
め
、
現
地
伯
国
人

に
対
し
て
よ
り
正
確
な
真
宗
仏
教
伝
道
の
た
め

の
翻
訳
事
業
を
開
始
し
た
。
研
究
所
は
「
日
伯

文
化
研
究
所
」
を
併
置
し
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学

教
授
、
大
学
院
学
生
の
応
援
を
得
て
翻
訳
出
版

の
作
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　
人
材
の
養
成
　
　
当
古
海
外
開
教
は
言
う

ま
で
も
な
く
真
宗
仏
教
の
教
化
を
そ
の
使
命
と

す
る
。
真
宗
仏
教
を
世
界
に
拓
く
べ
き
応
命
で

あ
る
。
従
来
当
派
の
開
教
は
一
世
中
心
に
偏
し
、

時
代
が
急
速
に
二
一
三
世
の
時
代
へ
と
移
行
し

て
い
る
今
日
、
そ
れ
に
対
応
し
た
人
材
の
発
掘

が
考
λ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

開
教
使
の
語
学
能
力
な
ど
の
技
術
的
問
題
と
同

時
に
、
何
よ
り
も
強
く
要
請
さ
れ
る
べ
き
は
、

開
教
使
自
身
の
真
宗
仏
教
に
生
き
る
情
熱
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
信
心
に
生
き
る
開
教
使
の

生
き
ざ
ま
こ
そ
が
人
々
に
真
宗
を
語
り
、
伝
え

る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
の

人
材
養
成
を
心
が
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
開
教
と
い
う
こ
と
を
狭
義
に
と
ど
め

ず
、
仏
教
学
術
交
流
、
仏
典
翻
訳
宣
布
、
海
外

教
学
の
振
興
、
開
教
使
以
外
の
人
材
と
の
交
流

な
ど
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
全
般
的
な
宗
門
の

使
命
と
果
し
得
る
司
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
【
写
真
は
南
米
開
教
区
の
”
花
ま
つ
り
”
】
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一
九
七
〇
年
、
日
本
の
大
学
で
は
安
保
条
約

の
改
廃
を
め
ぐ
っ
て
暴
力
的
な
空
気
が
充
満
し

て
い
た
。
当
時
私
は
立
正
大
学
の
英
語
教
師
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
空
気
に
吐
気
を
催
し

て
学
園
を
辞
し
セ
イ
ロ
ン
へ
の
旅
に
出
た
。

　
私
の
セ
イ
ロ
ン
島
滞
在
は
半
年
に
も
み
た
な

い
短
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
地
で
受
け
た

印
象
は
今
も
っ
て
深
く
私
の
胸
に
焼
き
つ
い
て

い
る
。

　
私
は
コ
ロ
ン
ボ
郊
外
の
ケ
ラ
ニ
ヤ
に
あ
っ
た

ヴ
ィ
ド
ヤ
ラ
ン
カ
ー
ラ
大
学
の
教
員
宿
舎
に
あ

た
た
か
く
迎
え
ら
れ
た
。
三
階
建
て
の
宿
舎
で

一
階
に
は
パ
ン
ニ
ャ
ー
サ
ー
ラ
大
僧
正
以
下

が
、
ま
た
二
、
三
階
に
も
僧
侶
で
教
員
を
務
め

て
い
る
人
々
が
生
活
し
て
い
た
。
当
時
パ
ン
ニ

ャ
ー
サ
ー
ラ
師
は
七
十
駈
落
で
あ
っ
た
ろ
う

か
、
全
身
が
白
毛
に
お
お
わ
れ
て
い
た
の
で
私

は
す
ぐ
に
白
熊
を
連
想
し
た
。
師
は
そ
の
下
す

で
に
大
学
の
バ
イ
ス
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー
（
副
学
長
）

を
辞
し
て
い
た
が
、
な
お
も
セ
イ
ロ
ン
仏
教
界

の
最
高
指
導
者
と
し
て
僧
や
人
々
の
尊
敬
を
集

め
て
い
た
。
私
は
師
よ
り
三
衣
一
鉢
を
与
え
ら

れ
て
黄
衣
の
生
活
に
入
っ
た
。

　
私
の
直
接
の
指
導
者
は
ダ
ン
マ
キ
ッ
テ
ィ
師

が
ひ
き
つ
け
た
。
私
と
同
年
齢
で
色
が
ま
つ
黒

で
、
大
学
で
シ
ン
ハ
ラ
語
を
教
え
て
い
た
。
三

階
の
住
人
で
彼
の
部
屋
に
は
常
時
、
大
学
生
や

若
い
僧
だ
ち
が
一
緒
に
寝
と
ま
り
し
て
い
た
。

　
六
時
に
起
き
て
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
ヤ
（
仏
像
を
ま

つ
っ
た
堂
）
で
礼
拝
を
す
ま
せ
、
朝
食
を
と
り

一
日
が
始
ま
る
。
私
の
と
こ
ろ
で
は
托
鉢
は
行

わ
ず
、
学
生
食
堂
又
は
自
室
で
朝
食
を
と
っ
た
。

半
が
ゆ
に
ミ
リ
ッ
チ
（
唐
辛
子
の
ね
り
物
）
を

ぶ
ち
込
ん
で
た
べ
た
。
一
汁
も
一
菜
も
な
か
っ

た
。　
私
は
宿
舎
に
住
ん
で
い
る
若
い
教
師
た
ち

（
皆
僧
で
あ
っ
た
）
か
ら
シ
ン
ハ
ラ
語
、
パ
ー

り
1
語
、
セ
イ
ロ
ン
仏
教
史
な
ど
を
学
ん
だ
。

二
十
人
ぐ
ら
い
で
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
信
徒
の
家
に

出
か
け
て
行
く
。
慶
事
弔
事
を
問
わ
ず
、
ピ
リ

ッ
ト
（
呪
経
）
を
と
な
え
、
法
話
を
行
っ
て
が

ら
、
盛
沢
山
の
む
ち
そ
う
の
施
を
受
け
る
。
家

人
た
ち
は
ひ
た
す
ら
給
仕
に
つ
と
め
る
。
僧
ど

俗
と
が
一
緒
に
同
時
に
食
を
と
る
こ
と
は
な

い
。
明
日
の
朝
ま
で
は
御
飯
に
あ
り
つ
け
な
い

の
だ
と
い
う
念
が
あ
る
か
ら
、
た
だ
ひ
た
す
ら

腹
の
中
に
つ
め
込
む
。
私
は
こ
の
島
で
胃
拡
張

に
な
っ
た
よ
う
だ
。

満
腹
を
か
か
え
て
宿
舎
に
も
ど
り
、
豊
か
な

気
持
に
な
っ
て
昼
寝
を
す
る
。
お
経
の
中
に
も
、

ー
セ
イ
ロ
ン
島
滞
在
の
思
い
出

と
い
え
ば
聞
え
が
よ
い
が
、
南
国
の
昼
間
は
そ

う
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
午
前
中
は
ま
だ
よ
か

っ
た
。
実
を
い
う
と
、
午
後
の
半
分
は
昼
寝
に

空
費
さ
れ
て
い
た
。
暑
さ
と
満
腹
の
た
め
で
あ

る
。　
セ
イ
ロ
ン
の
人
々
は
坊
さ
ん
に
施
す
こ
と
が

好
き
で
あ
る
。
金
銭
の
施
に
つ
い
て
は
私
は
知

ら
な
い
。
も
っ
ぱ
ら
食
物
の
施
を
私
は
毎
日
の

よ
う
に
受
け
た
。
十
時
頃
に
な
る
と
、
今
日
は

ど
こ
そ
こ
で
ダ
ー
ナ
（
画
会
）
が
あ
る
。
一
緒

に
来
な
さ
い
。
と
い
っ
て
来
る
。
そ
こ
で
師
の

あ
と
に
く
っ
つ
い
て
、
五
六
人
で
、
多
い
時
は
、

及
川
真
介

デ
ィ
ヴ
ァ
ー
・
ヴ
ィ
ハ
ー
ラ
（
昼
住
、
午
後
の

休
息
）
と
あ
る
か
ら
、
大
い
ば
り
で
昼
寝
を
す

る
。　
夕
刻
、
椰
子
の
梢
に
そ
よ
風
が
立
ち
は
じ
め

る
頃
、
す
っ
き
り
と
し
た
頭
と
身
体
に
な
っ
て

机
に
と
り
つ
き
、
あ
る
時
は
ダ
ン
マ
デ
ー
サ
ナ

ー
（
説
法
会
）
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
、
の
ん
び
り
と
し
た
、
と

ろ
っ
と
し
た
テ
ン
ポ
で
日
々
が
過
ぎ
、
私
の
心

と
か
ら
だ
は
知
ら
ぬ
間
に
、
そ
の
よ
う
な
ペ
ー

ス
に
順
化
し
て
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ふ
た
月
も
過
ぎ
た
頃
、
片
言
の
シ
ン
ハ
ラ
語

で
用
を
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
一
人
旅

を
思
い
た
っ
た
。
師
た
ち
は
道
中
の
こ
と
を
思

っ
て
止
め
た
が
、
私
の
決
心
が
堅
い
の
に
ま
け

て
、
紹
介
状
を
も
た
せ
て
く
れ
た
。
こ
の
者
は

あ
や
し
い
者
で
は
な
い
。
ど
う
か
一
夜
の
宿
を

与
え
て
や
っ
て
は
し
い
。
と
い
う
内
容
を
セ
イ

ロ
ン
語
で
タ
イ
プ
し
て
く
れ
た
。

　
私
は
黄
衣
を
ま
と
っ
て
、
南
端
の
テ
ィ
ツ
サ

マ
ハ
！
ラ
ー
マ
を
目
的
に
バ
ス
と
徒
歩
で
旅
を

つ
づ
け
た
。
パ
ン
ニ
ャ
ー
サ
ー
ラ
師
の
名
声
は

全
島
に
と
ど
ろ
い
た
の
で
、
師
の
紹
介
状
の
霊

験
は
実
に
あ
ら
た
か
で
あ
っ
た
。
ど
こ
の
寺
で

も
、
快
よ
く
宿
め
て
く
れ
た
。
た
だ
南
京
虫
と

ノ
ミ
に
は
閉
口
し
た
。
昼
食
時
に
田
舎
道
を
た

ど
っ
て
い
る
と
、
見
知
ら
ぬ
家
か
ら
声
を
か
け

ら
れ
る
。
ハ
ー
ム
ド
ゥ
ル
オ
i
（
お
坊
さ
ん
よ
）

と
。
今
、
O
飯
が
出
来
た
か
ら
、
あ
な
た
に
供

養
し
ま
す
。
私
は
有
難
く
施
を
受
け
た
。
感
謝

の
気
持
を
セ
イ
ロ
ン
語
で
う
ま
く
表
現
出
来
な

い
の
が
も
ど
か
し
く
悲
し
か
っ
た
。

　
マ
ー
タ
レ
ー
の
町
の
ガ
ン
ガ
チ
ラ
カ
寺
に
止

宿
し
た
夜
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
襲
っ
て
来
た
。
雨

と
風
の
一
夜
が
明
け
る
と
町
は
洪
水
で
交
通
機

関
、
通
信
機
関
が
全
部
と
ま
っ
て
い
た
。
寺
の

崖
下
を
茶
色
の
濁
流
が
音
を
立
て
て
流
れ
、
来

る
夜
も
来
る
夜
も
停
電
で
ま
つ
暗
で
あ
っ
た
。

昼
間
、
散
乱
し
た
境
内
の
整
理
に
お
わ
れ
、
夜
、

一
本
の
灯
明
の
下
で
若
い
僧
た
ち
と
語
り
合
っ

た
。
セ
イ
ロ
ン
の
こ
と
、
日
本
の
こ
と
、
世
界

の
こ
と
、
将
来
の
こ
と
を
。
ほ
の
暗
い
夜
、
荒

廃
し
た
あ
れ
寺
の
一
室
で
肩
を
寄
せ
合
う
彼
等

の
ひ
と
み
の
中
で
、
伝
統
と
現
実
が
ぶ
つ
か
り

合
っ
て
火
花
を
散
ら
し
て
い
た
。

3
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全
仏
推
せ
ん
候
補

第
十
二
回
参
院
選
挙
「
第
二
回
分
」

　
来
る
第
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
あ

た
り
、
全
仏
加
盟
の
宗
派
、
野
仏
、
団
体
よ
り

推
薦
申
請
の
あ
っ
た
立
候
補
予
定
者
に
推
薦
状

を
交
付
し
て
支
援
す
る
。

曙…U
柵
．
鯉
国
…

田
　
中
　
正
　
巳
　
6
2
歳

燃…?
c

　
　
自
民
・
新

①
日
本
仏
教
保
育
協

会
　
②
東
大
卒
　
厚

生
政
務
次
官
　
北
海

道
開
発
政
務
次
官

衆
院
文
教
委
員
長

厚
生
大
臣

撚…ﾅ
轍

推
薦
候
補
者
は
仏
教
徒
と
し
て
、
当
選
の
暁

に
は
、
強
力
な
る
仏
法
の
護
持
者
と
し
て
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　
①
推
薦
白
馬
　
②
略
歴
　
③
現
職

臓・

謾訟訴霧．i

伊
　
藤
　
い
く
お

穣
難

49

ﾎ
　
民
社
・
新

　
①
浄
土
宗
②
岡
谷

　
南
高
卒
　
日
本
社
会

　
新
聞
柱
　
党
機
関
紙

　
委
員
会
事
務
局
長

　
③
党
本
部
組
織
局
次

　
長
、
新
護
憲
幹
事

！
1
⊥
石
　
手
　
県
一

増
　
田
　
　
　
盛
　
6
6
歳
自
民
・
現

1
1
1
宮
　
城

遠
　
藤
　
　
　
湿

球

①
曹
洞
宗
　
②
京
大

卒
　
農
林
省
振
興
局

長
　
北
海
道
開
発
政

務
次
官
　
③
全
国
山

村
振
興
連
盟
副
会
長

64

ﾎ
自
民
・
現

　
①
真
言
宗
智
山
派

　
②
白
石
高
等
小
卒

　
県
議
　
た
ば
こ
耕
作

　
県
議
会
議
員
会
長

　
③
大
蔵
政
務
次
官

田
　
県
－

満
5
3
歳
自
民
・
現

　
　
　
①
曹
洞
宗
②
東
天

　
　
　
卒
　
厚
生
事
務
官

　
　
　
県
企
画
調
整
部
長

　
　
　
参
院
政
審
社
会
部
長

　
　
　
③
北
海
道
開
発
政
務

　
　
　
次
官

佐
　
藤

福
　
島
　
県
i
l
i

栄
作
久
　
如
歳
自
民
・
新

鷲
購
灘
灘

　
　
　
徽

鯛灘 　
　
　
　
福
　
島

鈴
　
木
省
吾

灘
糠
、
“
簾
職
．
鱗
豊

麟

　
①
浄
土
宗
　
②
東
天

卒
　
郡
山
青
年
会
議

　
所
理
事
長
　
日
本
青

年
会
議
所
副
会
頭

　
③
郡
山
商
工
会
議
所

　
常
議
員

67

ﾎ
　
自
民
・
現

①
天
台
宗
　
②
東
大

卒
　
福
島
県
議
　
農

林
政
務
次
官
　
参
院

農
林
水
産
委
員
長

③
参
院
逓
信
委
理
事

県
畜
産
会
長

佐
々
木

憐

、

曽
根
田

茨
　
城
　
県
i

郁
　
夫
　
5
5
歳
　
自
民
・
新

①
真
言
宗
豊
山
派

茨
城
懸
仏
　
②
東
天

卒
　
厚
生
大
臣
官
房

長
　
厚
生
省
年
金
局

長
　
社
会
保
険
庁
長

官
　
厚
生
事
務
次
官

4

昭和55年5月1日

坂
　
下

北

海
　
道
l
I
l

発
5
8
歳
社
会
・
新

磯
．
灘
麟

①
北
海
道
仏
　
②
東

京
高
等
獣
医
卒
　
浜

頓
別
町
教
育
委
員
、

同
町
農
協
組
合
長

同
町
議
長
　
北
海
道

議

l
I
I
青
　
森

山
　
崎
　
竜
　
男

㌔
濃

轟

県57

ﾎ
自
民
・
現

　
①
曹
洞
宗
青
森
県

　
仏
　
②
弘
前
大
卒

鰻
東
京
慈
恵
医
大
　
医

　
学
博
士
　
③
科
学
技

　
術
部
会
会
長
　
運
輸

　
委
員
会
理
事

　
一
1
1
山
　
形
　
県
1
1
1

安
孫
子
　
藤
　
吉
　
7
5
歳
　
自
民
・
国

難
鑛
蕪
講

①
浄
土
宗
　
②
東
大

卒
　
食
糧
庁
長
官

山
形
県
知
事
　
県
連

会
長
　
外
務
委
員
長

大
　
島

栃
　
木
　
県
一

友
治
6
3
歳
自
民
・
下

鍵
蒙
裟

①
天
台
宗
　
②
京
大

卒
　
県
農
業
経
済
課

長
　
農
務
部
長
　
③

参
院
文
教
委
員
長

党
総
合
農
政
調
査
会

貧
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安
　
井

東
京
　
都
一

　
　
謙
　
6
8
歳
　
無
（
自
推
）
新

①
東
京
都
仏
　
②
東

大
卒
　
参
院
自
民
党

幹
事
長
　
自
治
大
臣

総
理
府
総
務
長
官

自
民
党
都
連
会
長

③
参
院
議
長

大
　
木

下
　
知
　
単
一

　
　
浩
　
髭
歳
自
民
・
新

讐呈露欝2旗幻
影
蓼
艶
譲

膳▲
①
曹
洞
宗
②
東
大

卒
　
外
務
省
東
欧
第

一
課
長
　
外
務
大
臣

官
房
総
務
事
官
　
ホ

ノ
ル
ル
日
本
国
総
領

事

　
　
　
　
鳥
　
取
　
県
一

石
破
　
二
　
朗
　
7
1
歳
自
民
・
現

①
浄
土
宗
　
②
東
大

卒
　
建
設
大
臣
官
房

長
　
鳥
取
県
知
事

県
議
部
連
合
会
長

③
参
院
外
務
委
員
長

党
法
務
部
会
長

内
　
藤

年

徳
　
島
　
県
一

　
　
健
　
4
8
歳
自
民
・
新

　
　
　
　
　
①
本
願
寺
派
　
徳
島

、
鞭
　
　
　
　
県
仏
　
②
穴
吹
高
卒

　
　
　
　
、
徳
島
県
職
員
　
徳
島

　
騨
　
濯
県
議
県
連
組
織
委

　
　
　
　
　
員
長
　
③
県
連
総
務

　
　
　
　
　
会
長

琶

　
　
　
　
東
京
　
都
一

栗
栖
弘
臣
6
0
歳
民
社
・
新

、

①
本
願
寺
派
仏
政

同
　
②
東
大
卒
　
統

合
幕
僚
会
議
事
務
局

長
　
陸
上
自
衛
隊
幕

僚
長
　
③
軍
事
評
論

家

全　　　　　仏
第3種郵便物認可

　
1
⊥
贔
　
山
　
県
一

吉
田
　
実
6
9
歳
自
民
・
現

望
　
月

忌滋

夫賀

“
建
憂

、
書
斎
灘

6
1
歳
自
民
・
現

　
①
浄
土
宗
　
②
京
大

　
卒
　
河
川
局
開
発
課

　
長
近
畿
地
方
建
設

　
局
長
　
県
連
会
長

　
参
院
文
教
常
任
委
員

　
長
③
国
土
政
務
次
官

　
　
　
　
長
　
首

夏
　
目
　
忠
雄

　
　
　
　
兵
　
庫
　
県
一

中
西
一
郎
6
4
歳
自
民
・
現

　
一
十
　
根
　
県
l
I
i

亀
　
井
　
久
　
興
　
3
9
歳
自
民
・
現

　
①
本
願
寺
派
　
②
東

　
大
卒
　
富
山
県
知
事

　
衆
議
院
議
員
　
県
農

　
協
中
央
会
々
長
　
③

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特

　
別
委
員
長

県η
歳
自
民
・
現

　
①
浄
土
宗
　
長
野
県

　
仏
　
②
東
大
卒
　
長

　
野
市
長
　
参
院
物
価

　
対
策
特
別
委
員
長
③

　
科
学
技
術
庁
政
務
次

　
難

聴

罫
鼓
籍

　
　
和
歌
山
県
1
一

田
勲
男
3
7
歳
自
民
・
現

①
本
願
寺
派
兵
庫

県
仏
　
②
東
大
卒

農
林
大
臣
官
房
長

経
済
企
画
庁
国
民
生

活
局
長
　
通
商
産
業

政
務
次
官

①
曹
洞
宗
　
島
根
県

仏
　
②
学
習
院
大
卒

議
員
秘
書
　
参
院
党

幹
事
　
参
院
党
国
対

雛
委
員
長
　
郵
政
政

務
次
官

　
一
1
1
岡
　
山
　
県
ー
ー
1

加
藤
武
徳
6
3
歳
自
民
・
現

騰’

l
I
広
　
島

永
　
野
　
厳
　
雄

①
岡
山
県
仏
　
②
中

央
大
卒
　
労
働
政
務

次
官
　
岡
山
県
知
事

自
治
大
臣
　
北
海
道

開
発
庁
長
官
　
党
副

幹
事
長

前

①
和
歌
山
県
仏
　
②

慶
応
大
卒
　
科
学
技

術
庁
長
官
秘
書
　
同

和
対
策
特
別
委
　
③

国
対
委
員
　
党
青
年

局
次
長

欝
、

、｛、

い

冥

，乱

6
1
歳
自
民
・
現

　
①
本
願
寺
派
　
②
東

　
大
卒
　
東
京
地
方
検

　
察
庁
検
事
　
弁
護
士

．
広
島
県
知
事
　
参
院

　
地
方
行
政
常
任
委
員

　
長

　
　
　
　
愛
　
媛
　
県
－

仲
川
幸
男
6
3
歳
自
民
・
新

①
愛
媛
県
仏
　
②
伊

鋸
盤
高
卒
松
山
市

議
、
愛
媛
県
議
　
全

国
高
校
P
T
A
協
議

会
々
長
　
仲
川
建
設

K
K
会
長

　
I
I
I
高
　
知
　
県
一

谷
　
川
　
寛
　
三
　
5
9
歳
　
自
民
・
新
・

村［

i湾1和福

　喜岡

①
高
知
県
仏
　
②
東

大
卒
大
蔵
省
理
財

局
次
長
　
東
京
国
税

局
長
大
蔵
省
関
税

局
長
電
源
開
発
理

事
衆
議
院
議
員

43

ﾎ
自
民
・
新

　
①
福
岡
県
仏

5

占く㍗f

本

』
　
　
　
　
　
　
②
立

命
館
大
卒
議
員
秘

書
県
議
　
党
戸
畑

支
部
長
③
北
九
産

業
会
長
　
北
九
州
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
長

羊

磐

石、　　　　　　内『健＿r　　　．㌻

即
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（

　
　
　
　
福
　
二

季
　
内
　
修
　
治

汎
ン

』
大
卒
62

ﾎ
　
自
民
・
新

　
①
本
願
寺
派

　
　
　
　
　
　
②
東

　
　
　
衆
院
議
員

労
働
政
務
次
官
　
自

民
党
総
務
衆
院
内

閣
常
任
委
員
長

初
　
村

長
　
崎
　
県
一

滝
一
郎
6
5
歳
自
民
・
現

①
曹
洞
宗
②
五
島

中
卒
　
県
漁
協
連
合

理
事
　
県
連
会
長

参
院
党
籍
幹
事
長

国
民
運
動
副
本
部
長

ミ
・
『
藩
数
蹴
轡
憲
脚
③
離
党
振
興
委
員
長

田
　
代

熊
　
本
　
県
i

由
紀
男
　
6
3
歳
　
自
民
・
現

①
浄
土
宗
　
②
東
亜

同
文
書
院
卒
　
熊
本

県
議
　
県
議
会
議
長

県
体
協
副
会
長
　
県

森
林
組
合
理
事
　
党

県
支
部
連
合
幹
事
長

　
ー
ー
大
　
分
　
県
I
i

後
　
藤
　
正
　
夫
　
6
5
歳
自
民
・
現

①
西
山
浄
土
宗
　
②

横
浜
高
等
工
校
卒

内
閣
技
術
院
参
技
官

行
管
統
計
基
準
局
長

③
参
院
地
方
行
政
委

員
長
　
大
分
大
学
長

－
鹿
児
島
県
一
i

川
　
原
新
次
郎
　
6
2
歳
自
民
・
新

①
本
願
寺
派
②
廉
屋

農
高
卒
　
喜
入
町
長

林
組
合
長
③
鹿
児

島
県
開
発
促
進
委
員

喜
入
町
農
協
組
合
長

同
町
漁
協
組
合
長

井
　
上

鹿
児
島
県
一
1

吉
　
夫
　
5
6
歳
　
自
民
・
現

　
　
　
　
　
①
浄
土
宗
　
②
熊
本

　
　
　
　
　
工
高
卒
　
県
議
会
副

　
　
　
　
　
議
長
　
大
蔵
政
務
次

　
　
　
　
　
官
　
③
予
算
委
員
会

　
　
　
　
　
理
事
　
党
国
民
運
動

　
　
　
　
　
本
部
副
本
部
長

　
　
　
　
沖
　
縄
　
県
i

大
浜
方
栄
5
2
歳
無
（
自
推
）
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
本
願
寺
派
　
②
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
門
大
卒
　
沖
縄
県

　
　
や
、
外
　
　
、
・
・
医
師
会
会
長
　
沖
縄

　
　
　
鷺
　
、
　
　
、
県
教
育
委
員
会
委
員

　
糧
　

監
　

長
③
大
浜
第
一
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
簑

前
回
掲
載
分
に
つ
き
左
記
の
候
補
者
に
つ
い

て
は
、
そ
の
後
に
左
記
推
薦
団
体
の
追
加
が
あ

り
ま
し
た
。
（
三
氏
と
も
自
民
）

　
全
国
区
　
宮
田
　
輝
浄
土
宗

　
　
　
　
　
松
浦
　
功
　
東
京
都
仏
教
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
仏
教
保
育
協
会

　
地
方
区
　
中
山
太
郎
　
皇
宗

日
宗
連
の
新
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
に
鱒
淵
正
浩
師

　
日
本
宗
教
連
盟
（
全
日
本
仏
教
会
、
教
派
神

道
連
合
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
、
神
社

本
庁
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
）
で
は
、
四

月
二
十
二
日
午
後
四
時
よ
り
、
東
京
・
芝
の
明

照
会
館
会
議
室
に
お
い
て
理
事
会
・
参
議
会
を

開
催
し
、
五
十
四
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
五

十
五
年
度
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
を
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
任
期
満
了
に
伴
う
新
役
員
の
選
出
で
は

本
年
度
の
年
番
に
あ
た
る
全
銀
の
鱒
淵
理
事
長

が
、
日
宗
連
理
事
長
に
選
出
さ
れ
た
。
全
日
本

仏
教
会
関
係
は
次
の
と
う
り
。

参監嘉島
　　　事
議事問長

〃〃

　事
歯糞，

当長

鱒
淵
正
浩
（
理
事
長
）

鎌
田
憲
英

日
野
照
護
（
事
務
総
長
）

桜
井
大
乗
（
常
務
理
事
）

野
村
宗
春
（
評
議
員
）

白
川
良
純
（
専
門
委
員
）

松
岡
義
雄

馬
場
道
男
（
庶
務
部
長
）

田
代
弘
興
（
組
織
部
長
）

舗西東塗肩顛塗

松
尾
　
太
年
師
（
臨
済
宗
円
覚
寺
派
管
長
）

　
三
月
十
か
日
、
脳
血
栓
の
た
め
遷
化
。
七
十

五
歳
。
建
仁
寺
塔
頭
推
井
野
住
職
、
東
京
・
月

桂
寺
住
職
を
経
て
、
昨
年
九
月
に
円
覚
寺
派
管

長
に
推
戴
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　
森
　
　
龍
吉
氏
（
龍
谷
大
学
教
授
）

　
三
月
二
十
二
日
、
心
不
全
の
た
め
死
去
。
六

十
四
歳
。
種
智
院
大
学
、
成
安
女
短
大
等
を
経

て
龍
谷
大
経
済
学
部
教
授
。
日
本
宗
教
学
会
評

議
員
。
親
奮
研
究
で
知
ら
れ
「
親
奮
そ
の
思
想

史
」
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
日
本
仏
教
文
化
会

議
の
レ
ギ
ラ
ー
で
も
あ
っ
た
。

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
　
臨
済
宗
円
覚
寺
派

　
▼
同
派
で
は
急
死
さ
れ
た
松
尾
前
管
長
の
後

任
と
し
て
足
立
大
進
師
を
推
戴
し
た
。

　
　
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
▼
同
派
の
「
伝
灯
奉
告
法
要
」
は
四
月
一
日

は
な
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
門
主
就
任
披
露

と
同
派
隆
盛
を
期
し
て
十
月
六
日
ま
で
六
野
一

日
間
修
行
さ
れ
る
。

目

胃
用院寺

　　浅草通り五三会加盟店

濠人会拙筆←国商店

東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電話代表（841）4965
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文
化
専
門
委
員

岩
堀
至
道

　
昨
今
も
ま
た
少
年
非
行
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ

る
。
た
だ
問
題
点
が
色
々
に
変
っ
て
き
た
の
だ

と
思
う
。
教
師
を
殴
る
生
徒
は
、
昔
は
い
な
か

っ
た
し
、
身
を
は
っ
て
生
徒
を
か
ば
う
教
師
も

少
く
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
総
じ
て
技
術
化
さ
れ
た
教
育
現
場
か
ら
生
じ

た
問
題
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
も

す
る
。
例
え
ば
試
験
答
案
で
も
、
○
○
に
つ
い

て
述
べ
よ
と
い
う
の
が
少
く
て
、
棒
を
引
い
た

り
丸
で
か
こ
っ
た
り
と
い
う
記
憶
力
に
頼
る
能

率
主
義
が
増
え
て
く
る
と
、
生
徒
の
表
現
力
は

失
せ
て
く
る
。

　
暴
力
は
昔
か
ら
あ
っ
た
が
、
生
徒
同
士
が
多

か
っ
た
。
自
殺
は
大
変
少
く
て
、
小
、
中
学
生

の
自
殺
等
、
戦
後
私
が
扱
っ
た
の
は
二
件
し
か

な
い
。
そ
れ
も
、
家
庭
の
事
情
と
い
っ
た
救
い

が
た
い
モ
ノ
を
持
っ
て
い
た
。

そ
の
背
景
も
変
っ
た

私
が
非
行
少
年
問
題
の
現
場
か
ら
去
っ
て
二

十
年
近
く
な
る
が
、
考
え
て
見
る
と
貧
困
か
ら

生
ま
れ
る
非
行
が
少
く
て
、
所
謂
落
ち
こ
ぼ
れ

か
ら
く
る
問
題
の
方
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

　
総
じ
て
誰
で
も
が
進
学
す
る
よ
う
に
な
る
と

学
校
入
学
が
問
題
だ
し
、
入
学
す
る
為
の
異
常

な
ま
で
の
詰
め
込
み
と
、
不
正
が
生
れ
、
学
校

が
出
来
て
、
教
育
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
風
な

問
題
が
、
実
は
意
外
に
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
少
年
非
行
と
言
え
ば
愛
情
の
欲
求
不
満
と
か

貧
困
か
ら
の
放
任
と
か
、
非
常
に
厳
格
な
教
育

か
ら
の
反
抗
と
か
、
過
保
護
の
甘
え
と
か
い
っ

た
も
の
が
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
、
実
際
に
ま
た

そ
う
い
う
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
そ
れ
に
代
っ
て
経
済
成
長
後
の
特
長
は
、
進

学
競
争
か
ら
の
落
ち
こ
ぼ
れ
と
か
、
過
保
護
に

よ
る
反
自
立
の
状
況
と
か
、
少
年
時
代
の
大
ら

か
な
遊
び
の
減
退
と
か
、
乗
物
と
か
、
そ
の
背

後
に
あ
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
反
乱
等
が
背
景
に
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
勿
論
こ
れ
は
厳
密
な
調
査

結
果
に
よ
る
分
析
で
は
な
い
。

　
従
っ
て
学
校
の
教
育
技
術
も
プ
ラ
ス
5
を
指

向
し
、
プ
ラ
ス
ー
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
為
に

教
育
が
技
術
に
お
さ
れ
て
い
る
点
も
あ
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

　
同
時
に
進
学
に
重
点
を
置
く
家
庭
の
躾
も
、

勉
強
第
一
主
義
で
、
所
謂
教
育
マ
マ
的
存
在
が

以
前
よ
り
も
増
え
た
よ
う
に
思
う
。

　
大
学
は
学
問
の
府
で
あ
る
前
に
就
職
の
有
利

さ
を
競
う
と
い
う
結
果
に
な
る
と
、
昨
今
の
大

学
入
試
不
正
事
件
等
も
当
然
に
出
て
く
る
。
学

校
自
体
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
つ
の
殺
人
事
件

　
さ
て
、
そ
れ
ら
の
中
で
最
も
端
的
に
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
事
件
は
小
六
の
祖
母
殺
し
、
十
三
歳

児
の
母
殺
し
の
事
件
で
あ
っ
た
。

　
親
殺
し
は
、
か
つ
て
無
が
つ
た
と
は
言
え
な

い
。
し
か
し
、
母
い
じ
め
の
父
に
対
す
る
憤
慨

か
ら
酔
ば
ら
い
の
父
を
殺
す
と
い
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　
今
回
の
は
ち
が
う
。

　
十
四
歳
以
下
の
少
年
は
殺
人
罪
に
な
ら
な
い

と
民
法
で
学
ん
で
、
母
親
を
小
遣
欲
し
さ
か
ら

殺
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
1
い
ず
れ
細

か
く
調
査
の
上
で
再
論
し
た
い
が
。
1
一
欲
望

充
足
を
教
え
る
近
代
児
童
心
理
学
も
あ
る
が
、

母
親
を
そ
の
為
に
殺
し
て
い
い
等
と
は
勿
論
言

っ
て
は
い
な
い
。

　
従
っ
て
、
こ
の
事
件
は
、
従
莱
の
事
件
と
は

次
元
を
異
に
し
て
い
る
点
で
深
く
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
時
代
の
合
理
精
神
の
も
た
ら
し
た
、
こ
れ
は

一
つ
の
典
型
で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
罪
に

問
わ
れ
な
い
か
ら
母
を
殺
す
と
い
う
の
は
、
何

と
い
う
錯
誤
か
と
思
う
。

　
仏
教
が
今
日
家
庭
か
ら
遠
去
か
り
、
高
々
、

法
事
と
い
う
こ
と
で
檀
家
と
寺
の
つ
な
が
り
が

成
立
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

法
事
が
形
骸
化
さ
れ
て
き
、
仏
教
が
形
式
だ

け
残
っ
て
、
仏
教
と
い
う
教
え
が
、
家
庭
内
の

教
義
、
情
操
か
ら
遠
去
か
り
つ
つ
あ
る
の
が
現

代
仏
教
の
大
き
な
衰
退
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
。

家
庭
を
離
れ
た
仏
教

　
そ
う
言
え
ば
、
寺
で
や
っ
て
き
た
子
供
達
へ

の
参
加
…
…
子
供
会
や
ら
花
御
堂
や
ら
、
盆
お

ど
り
等
も
、
ど
こ
か
で
、
ま
と
め
て
お
義
理
に

や
っ
て
は
い
る
が
、
各
課
々
で
の
行
事
や
仕
事

か
ら
は
、
全
く
姿
を
消
し
て
い
る
。
各
冥
々
で

の
、
信
徒
へ
の
教
導
も
少
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
仏
教
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
斎
会
の

中
で
の
倫
理
生
活
を
規
制
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
法
事
と
い
う
儀
式
化
を
指
す
の
で
は

な
い
。

　
だ
か
ら
少
年
非
行
の
問
題
、
特
に
母
殺
し
の

最
新
事
件
は
仏
教
が
家
庭
の
中
に
生
き
て
い
な

く
な
っ
た
証
左
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
仏
教
と

少
年
非
行
の
具
体
的
評
論
は
こ
の
警
で
は
紙
数

が
な
い
。
そ
こ
で
一
つ
だ
け
言
う
が
、
三
十
年

前
ま
で
、
例
え
ば
少
年
院
、
鑑
別
所
で
の
少
年

達
の
中
で
は
仏
教
日
曜
学
校
を
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
い
子
達
だ
っ
た
。
仏
教
は
そ
れ
ま
で
は
各
寺

院
を
通
し
て
家
庭
教
育
の
躾
の
根
幹
だ
っ
た

が
、
現
在
に
は
そ
れ
が
な
い
。
後
は
又
云
う
。

（
全
章
協
総
長
）

一
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組
織
専
門
委
員
会
開
く

　
組
織
専
門
委
員
会
（
神
野
真
一
委
員
長
）
で

は
、
三
月
二
十
六
日
午
後
四
時
よ
り
、
任
期
最

後
の
委
員
会
を
全
仏
会
議
室
に
て
開
催
。
勝
部

組
織
局
長
、
神
野
委
員
長
挨
拶
の
あ
と
、
今
秋

開
催
予
定
の
第
二
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

を
中
心
に
、
税
務
対
策
、
宗
法
立
幼
稚
園
・
保

育
園
、
同
和
問
題
、
商
標
問
題
な
ど
に
つ
い
て

熱
心
に
討
議
し
た
。

　
①
第
二
十
七
回
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
は
都
内
に
お
い
て
開
催
す
る
方
向
で
話

し
合
い
、
こ
れ
を
機
会
に
過
去
の
大
会
を
ふ
り

返
り
、
今
後
の
大
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
討

議
さ
れ
、
大
会
に
あ
ま
り
経
費
を
か
け
ず
に
、

し
か
も
統
一
し
た
テ
ー
マ
で
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。

　
②
税
務
対
策
は
、
今
後
宗
教
法
人
に
対
し
決

し
て
等
閑
視
で
き
な
い
状
態
で
あ
り
、
③
同
和

問
題
に
つ
い
て
は
、
過
去
三
回
開
催
さ
れ
た
同

委
員
会
の
経
過
報
告
と
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
な

ど
が
話
し
△
口
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
宗
法
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の
問
題
や

商
標
登
録
の
問
題
に
つ
い
て
も
討
議
さ
れ
今
後

の
方
針
に
つ
き
意
見
が
だ
さ
れ
た
。
な
お
任
期

満
了
に
と
も
な
い
勝
部
局
長
と
田
代
部
長
よ
り

各
委
員
の
先
生
に
お
礼
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
出
席
者
一
久
保
埜
太
清
、
神
野
真
一
、
大
多

喜
義
忍
、
小
林
青
月
、
河
野
亮
永
、
美
濃
部
薫

一
、
船
口
障
子
。

事
務
総
局
録
事
（
四
月
）

　
　
三
日

　
八
日

十
一
日

十
五
日

二
十
一
日

二
十
二
日

二
十
八
日

山
口
県
下
へ

日
田
連
理
事
会

局
内
会
議

ル
ン
ビ
ニ
準
備
会

機
構
改
革
特
別
奢
貝
連

日
宗
連
理
事
会

局
内
会
議

…
表
紙
の
写
真
…

1
1
只
管
打
坐
1
1

　
曹
洞
宗
の
坐
禅
は
「
只
管
打
坐
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
「
本
証
妙
修
」
と
し
て
の
坐
禅
で
あ

る
。　
本
証
と
は
、
わ
れ
わ
れ
は
本
来
さ
と
（
証
）

れ
る
も
の
、
一
一
と
は
、
さ
と
っ
た
上
で
の

修
行
（
坐
禅
）
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
は
「
輪

行
」
と
し
て
の
坐
禅
で
あ
り
見
性
を
主
と
す

る
禅
と
異
な
り
”
衆
生
か
ら
仏
へ
”
で
は
な

く
“
仏
か
ら
仏
へ
”
の
坐
禅
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
が
現
実
を
反
省
す
る
と
き
、
と

う
て
い
凡
夫
で
仏
と
は
思
わ
れ
な
い
が
こ
こ

に
仏
祖
の
証
明
を
確
く
信
じ
て
坐
禅
す
る
絶

対
の
信
と
、
同
時
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